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要所要量は 4 0 0 1 U/ 日であるとされており，未熟児においてはそれ以上の量が必要であるといわれてい
る。母乳栄養の未熟児クル病 lと及ぼす影響を検討するためには母乳中の活性型ビタミンD濃度を知る乙と
は重要であるが，報告例は少ない。本研究では，成熟児および未熟児を出産した母親の母乳中の活性型ビ
タミンD (2 5 0 HD , 1, 2 5 (OH)2D) 濃度を測定し両者間の差異を検討した。
〔対象および方法〕
夏及び秋に成熟児を出産した母親の産後 3-35 日の母乳，および未熟児を出産した母親の産後 3 日ー
5 カ月の母乳を，母親の許可を得て使用した。成熟児の在胎週数は 38-41 週，平均出生体重・は 3146
g であった。未熟児の在胎週数は 2 5 ー 36 週，平均出生体重は 1432 g であった。成熟児を出産した
4 6 名の母親から 4 6 検体，未熟児を出産した 4 0 名の母親から 5 0 検体を採取し，使用した。
母乳からクロロホノレム・メタノール法にて脂質分画を抽出した後， Sep-Pak カラム及びHPLC'とよ
り活性型ビタミンD画分を採取した。 2 50 HDはラット血清を用いた competi ti ve protei n 




成熟児を出産した母親の産後 3 -3 5 日の母乳中の 2 50 HD濃度は 0.86 土 0.1 0 ng/ml であり，
1, 2 5 (OH) 2D濃度は 8.86 士1. 0 7 pg/ml であった。未熟児を出産した母親の産後 3 ー35 日の母乳
中の 250HD濃度は1. 36 土 0.16 ng/ml であり，成熟児の母親の産後 3-35 日の母乳中の 250HD
濃度に比べて，有意に高値であった。また未熟児の母親の母乳中の25DHDは，受胎後週数別で検討す
ると 32 -33 週に高値をとり その後有意に減少した。一方 1.25 (OH)2D 濃度は 1 1. 7 9 土1. 90
pg/mlで、あり，成熟児の母親の母乳中の濃度と差は認められなかった。未熟児を出産した母親の母乳中の
1, 2 5 (OH)2D 濃度は受胎後週数において， 経時的に有意に低下した。未熟児を出産した母親の母乳中









乳でも， 27 IU/dU<= しかすぎず，完全母乳栄養の新生児にとっては，必要所要量を満たさなかった。さ





を出産した母親の母乳中の活性型ビタミンD (250 HD. 1, 2 5(OH)2D) 濃度を測定し，未熟児クパ病
の原因について検討した。未熟児を出産した母親の産後 3-35 日の母乳中の 250HD濃度は，成熟児の
母親の産後 3 ー 35 日の母乳中の 250HD濃度に比べて，有意に高値であった。一方， 1, 25 (OH)2D濃
度は成熟児及び未熟児を出産した母親の母乳間で差は認められなかった。未熟J尼を出産した母親の母乳中
の総ビタミンD活性は，成熟児を出産した母親の母乳中の総ビタミンD活性よりも高値であったが，WHO
の推薦する 40 01 U/ 日の必要所要量を満たさなかった。
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本研究の結果，母乳栄養の未熟児クル病の原因KビタミンD欠乏が関与する可能性があるととを明かに
した点で博士論文に値するo
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